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論 文 題 目 

 Maternal overprotection predicts consistent improvement of self-compassion during 

mindfulness-based intervention and existential approach: a secondary analysis of the EXMIND 

study                                            

 （母親の過保護は，マインドフルネスに基づく介入と実存的アプローチにおいて，一貫して自身への

思いやりの改善を予測する：EXMIND研究の二次分析）                                            

 

要     旨 

目的：                                             

 私どもは最近，4 週間のマインドフルネスに基づく介入とそれに続く 4週間の実存的アプローチ（以

下，EXMIND）が，8週間のマインドフルネスに基づく介入と同様に，自身への思いやりを高めるのに

効果的であることを明らかにした。本研究の目的は，EXMIND において，自身への思いやりを高める

予測因子を同定することである。                                           

研究対象および方法：                                              

 EXMINDを完了した 63 名のうち，ベースライン，4 週間後，8週間後の自身への思いやり尺度得点

の得られた 60 名を分析に用いた。女性 49 名，男性 11 名，平均年齢は 48.4 歳であった。年齢，性別，

Temperament Evaluation of Memphis, Pisa and San Diego Auto-questionnaire，Temperament and 

Character Inventory，Mini-Mental State Examination，Japanese Adult Reading Test，Young Mania 
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Rating Scale，Hamilton Rating Scale for Depression，Parental Bonding Instrument，Purpose in Life 

Testの各得点を，参加者の反応パターンに基づいて分散分析で比較し，さらに，予測因子を同定するた

めにロジスティック回帰分析を実施した。                                

結果と考察：                                              

 参加者は，自身への思いやり尺度総得点の反応パターンによって 4グループに分けられた。Aグルー

プはマインドフルネスに基づく介入で自身への思いやり尺度総得点が増加したが実存的アプローチで

は得点が減少した 15 名，B グループはマインドフルネスに基づく介入では得点が減少したが実存的ア

プローチでは得点が増加した 23 名，C グループはマインドフルネスに基づく介入と実存的アプローチ

の両方で得点が増加した 20 名で構成された。マインドフルネスに基づく介入と実存的アプローチの両

方で得点が減少した Dグループは 2名と少なかったため，その後の分析からは除外した。グループ間の

違いを見るために一要因分散分析を実施したところ，Japanese Adult Reading Test で測定された推定

IQおよび，Parental Bonding Instrument で測定された，16歳頃までの母親の過保護において，3グ

ループ間で有意差が見られた。事後分析の結果，推定 IQは Aグループが Bグループよりも高く，母親

の過保護は Cグループが Aグループや Bグループよりも高かった。他に，年齢が有意傾向となったが，

それ以外の項目では有意差がなかった。次に，反応パターンすなわちグループの種類を従属変数（Cグ

ループを参照群に設定）とし，年齢，推定 IQ，母親の過保護を独立変数として，ロジスティック回帰

分析を実施した。その結果，Aグループは Cグループよりも年齢が若く，推定 IQが高く，母親の過保

護の程度が低かった。Bグループは Cグループよりも母親の過保護の程度が低かった。なお，分析から

除外されていた Dグループの 2名についても，母親の過保護が非常に低かった。                                                                            

 本研究の限界は，対象者数が比較的少なく中年期の女性に偏っていることや，過保護の評価が記憶に

頼っていることなどである。                                             

結語：                                            

 本研究の結果は，EXMIND において，母親の過保護の程度が高いほど，前半のマインドフルネスに

基づく介入においても，後半の実存的アプローチにおいても，一貫して自身への思いやりの改善が大き

くなることを示唆している。                                  

                                               


